
N P O 支援センタ ー

スタッフ ･ スキルアップセミナ イ 相談力を高めるために｣ 開催∈コ
相談対応を極める

現在､ 宮城県内で活動するボランテ ィ ア ･ 市民活動団体は､ N P O 法人だけ で も5 0 0 団体を超え ､

を加え ると2
,
0 0 0 とも3

,
0 0 0 と も言われ る団体が活動して い ます｡ しか し､ そ の 多くは ､ 資金や人材､ 組織運

営な ど､ 本当に様々 な課題を抱えて い るのが現状です｡

その団体の課題を解決するため に､ 市民活動支援センタ
ー や支援組織､ 行政な ど､ 無料相談や専門相談など

を設けて相談対応にあた っ て い るとこ ろが増えて い ます｡ そ こ で 宮城県 は､ N P O 法人せんだい
･

みや ぎN

p o セ ンタ
ー 代表理事の加藤哲夫さん を講師に､ 支援センタ ー ス タ ッ フ の ス キル ア ップセ ミナ ー ｢ 相談力を

高め るため に｣ を開催しま した . 今回は､ そ の セミナ ー か ら
■-

相談対応力 を高め る道
T.

% 探 っ てみます｡

まずは し っ かり調べ る

相談に訪れる人は､ 新 しく 団体を立ち上げよう と して い

る方から､ 国体運営を改善 した い 方など､ 相談者はそれぞ

れ 目的 も様々 で す｡ そ の た め､ 応対する人 が共通 して 知 っ

ておくべ き情幸馴ま､ N P O 全般 に関わる知識と個別の団体

情報です｡

N P O 全般に関わる知識とし て は､ 窓 口 で相談される( 又

は質問される) ことを想定してリス トを作成 し､ 分類する こ

と で ､ 相談者 へ どの ような情報を提供すれ ばよ いかが わか

ります｡

また ､ 身近に活動 して い る N P O の 活動状況はもとより､

そ の 成り立ち(歴史的背景) や取り組ん で い る社会的課題を知

る ことは ､ 団体がどのス テ ッ プでどのような悩みを持 っ て

いるか､ 本当に必要として い る事は何なの かを推測するこ

とができます｡

こ の ように団体の背景を知る ことはとても大切です｡ 日 々

の情報を団体ごとにフ ァイリングすること､ デ
ー

タの整理 ･

更新をする ことなども､ 施設や組織と しての相談対応の準

備として欠かせな い こ とな の です｡

信頼が無ければ､ 相談には来ない

窓口 に相談が来ない のは､ 地域に市民活動が無いわ けで も､

団体に課題が無いからで もありません ｡ 団体内部の話を し

て も大丈夫とい う信頼関係が築かれ て い なか っ た り ､ 相談

しても解決に結びつ かない と思われていたりするこ とも原

因です｡ そ のため､ 相談で必要な情報を引き出し､ 団体の

課題解決につ な ぐため には ､ 信頼関係を構築して い く取組

み が重要となります｡

相談対応では､ 傾聴< カ ウンセリング< コ ンサルテ ィングと､

よ り専門知識と経験が必要 にな ります｡ 日常的な相談では ､

カウンセ リングする能力が必要とされて い る こ とが 多く ､

そ の際に､ 次のような対応が必要とされます｡

①単なる｢傾聴｣ ではなく｢ 質問｣をすることで｢課題の見える化｣ へ

的確な質問を し て課題をあぶりだす｡

②｢ 個人の悩み｣ から ｢ 組織の課題｣ へ と焦点を絞る

個人の思 いで はなく ､ 組織の課題にシ フ トする｡

(参｢ 回答｣ を ｢ 提案｣ へ

答えを出すのではなく､ 事例などを挙げながら提案する｡

瓦
[二重 惑 こ れ らを踏まえ て ､

｢ 質問力

を高め る こ とが相談による成果

を上げる｣ と加藤さん は話 して

い ます｡

相談 に対 して ､ た だ質問に直

接答えると い うので はなく ､ 団

体が持 つ 背景 を理解 し､ 原 因 と

なる課題を見つ け､ 改善するポ

イ ン トを提案する こ と で ､ 解決

へ の 道筋 を見 つ ける機会 とな る

ことが大事なポイ ントです｡




